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人口流出と出生率低下を大きな要因として、留萌市の生産年齢人口は２０４０年には全

人口の４３％を下回るとの予想から地域経済の衰退が危惧される中で、次代の経済活動を

担う人材の確保が求められています。今後、移住者の増加に向けた市民と行政が一体とな

った取り組みが経済活性化へとつながり、地域内外の視点を取り入れたマチに新たな可能

性をもたらすビジネスプランと、移住希望者を公私ともにサポートできる体制が必要です。 

まずは、留萌で活躍することができる人々を集めるために、対象者とパイプを持つキー

パーソンとの協力関係を構築し、専門家の視点をもとに受け入れ資源を集約することで、

移住までの計画とターゲットを具体化します。そして、人々の目を留萌に向けるために、

まち・ひと・しごとの情報を広報し、潜在的ニーズを持つ方を含めた多くの人々に地域の

特色を打ち出すことで、移住ニーズを喚起します。さらに、留萌への移住を考えていただ

くために、実際のニーズと地域資源をマッチングする説明会を実施し、自身のスキルを活

かし留萌で活躍する具体的なイメージを共有することで、地域と対象者の強固な関係性を

構築します。また、移住へ向けた動き出しを円滑に進めるために、地域資源を実際に体感

していただき、留萌の魅力と特色を深く理解していただくことで、移住希望者が持つニー

ズと現実のギャップを埋める機会にします。そして、計画した戦略のパッケージ化を進め

るために、協力者とともに実施した内容の妥当性を客観的に検証し、地域資源と対象者の

マッチングの視野を広げることで、より移住希望者のニーズに沿った戦略を練り上げます。 

地域資源と地域外の発想力、行動力が組み合わされることで、地域の特色に満ちたビジ

ネスが誕生し、マチに新たな価値がもたらされることで多くの人々が集い、留萌全体の事

業に維持、拡大への展望が描かれ、誰もがいちばん住み暮らしたいマチ留萌を実現します。 
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